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　本校は，明治 35 年に兵庫縣立工業學校とし
て設置を認可され，今年で創立115年を迎える。
校舎は神戸港に面する和田岬の地にあり，周り
には三菱造船の系統をくむ三菱重工業神戸造船
所や三菱電機，川崎重工業等の工場群が建ち並
んでいる。このような立地の中，工業科 8学科
（建築科・機械工学科・電気工学科・総合理化
学科・都市環境工学科・デザイン科・電子工学
科・情報技術科）を有し，兵庫県の基幹工業高
校として，建学の精神「誠実勤勉であれ」「根性
の持ち主であれ」「つねに明朗闊達であれ」の校
訓の下，地域産業を支える人材輩出はもちろん
のこと，グローバル社会に対応できる人材の育
成に取り組んでいる。
2．兵庫運河・真珠貝プロジェクトとは
　兵庫運河は明治初年から民間の有志によって
着工され，幾多の困難を乗り越え完成した。水

面積が 43 haと日本最大級の規模を誇る運河で
ある。戦後，流通手段の変化などで運河は貯木
水面として利用されてきたが，木材の流通の変
化などによりほとんど利用されなくなった。
　このような中，平成 18 年に兵庫運河でのア
コヤ貝の育成実験を，神戸市環境局が兵庫運河
の環境浄化モデル実験として開始した。平成
20 年には兵庫運河が国土交通省の「運河の魅
力発見プロジェクト」の認定を受けた。これま
で培ってきた実験を引き継ぐ形で，水の改善と
環境体験学習を目的として，神戸市兵庫区の小
学校の PTA会長が集まり，平成 20 年に「兵庫
運河・真珠貝プロジェクト」は始まった。現在，
兵庫運河住吉浜のたもとにある育成実験場を拠
点とした活動は 10 年目を迎えた。
　このプロジェクトは，真珠をとることが目的
ではなく，貝を育てることによって生き物の命
に環境がどれほど影響を与えるかを知ってもら
い，子どもだけでなく，大人にも命の大切さや，
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20

本家いちご「スカイベリー」との共同活動の提
案について意見交換を行った。生徒の成長とや
る気を肌で感じることができた訪問であった。
4．成果と課題
　栃木県教育委員会主催「平成 28 年度起業家
精神育成事業」に応募し採択された，研究テー
マ「イチゴジャムレシピ　～栃工版こどもパソ
コンの開発と商品化へのアプローチ～」の「プ
ログラミングが学べるこどもパソコン」の商品
化を目指した取組を通して，次のような成果を
収めることができた。
・「こどもパソコン」を周知するために各種イ
ベントに参加し展示・紹介を実施し，地域の方
に本校を理解してもらうよい機会となった。
・小学校 2校 120 名，中学校 4校 45 名を対象
としたプログラミング出前講座を実施し，事業
の目的の一つである，小・中学生にプログラム
の楽しさを知ってもらうことができた。
・商品化に向けてのアンケートを実施でき，実
際に商品化する上でとても参考になった。
・「こどもパソコンの新基板の開発」と「商品
サンプル」の試作など，生徒の技術面での向上
が見られた。
・新たに考案した「SkyBerryJAM」のロゴマー
クと「SkyBerryJAM」の名称の特許庁への商標
登録の申請ができ，生徒たちのモチベーション
が上がるとともに開発の楽しさを知った。
・｢こどもパソコン｣組立キット｢SkyBerryJAM｣
が商品化され，平成 29 年 3 月より市内のアン
テナショップ等で販売を始めることができた。

・「起業家精神育成事業成果報告会」，「情報技
術科課題研究発表会」，｢校内生徒活動報告会」
（最優秀賞受賞）など，成果を発表する機会が
多く持て，プレゼンテーション力が向上した。
・「プログラミング出前授業」を繰り返し実施
していく中で，当初は，小学生から「わかりま
せん」と言われると直ぐに手伝ったりやってあ
げたりしていた生徒が，回を重ねる毎に，徐々
に小学生にアドバイスを行い，少し考えさせる
時間を持たせられるようになるなど，余裕を持
って指導ができるようになった。
・事後アンケート結果を自分達でまとめ，次の
出前授業にその結果を活かせるようになった。
　また課題として，「プログラミング出前授業」
を小・中学生によりわかりやすいものとするた
めに，「プログラミング出前授業」用テキスト
の改善と組込み用ロボットプログラミング学習
用ボードとして活用するための「SkyBerryJAM」
用制御教材の開発が挙げられる。

5．さいごに
　今後の活動として，小・中学校や美術館で出
前講座を 11 回開催することと，10 月に開催す
る「サイエンス・スクール in栃工」に，市内
の 20 名の小学生と先生役として情報技術科 3
年生 10 名が参加し，こどもパソコン ｢SkyBerry 

JAM｣ の製作とプログラミング学習を行う予定
である。
　起業家精神育成事業「イチゴジャムレシピ　
～栃工版こどもパソコンの開発と商品化へのア
プローチ～」の研究を通して，生徒の「課題解
決力」，「コミュニケーション能力」，「プレゼン
テーション力」の向上へとつなげることができた。
　今後も，このこどもパソコン「SkyBerryJAM」
を通して，「ものづくりやプログラミングの楽
しさを広める」活動を推進していきたい。
　さらなる詳細は，本校公式ホームページ内に
専用ページを設けているので参考にされたい。

写真6　商品化されたSkyBerryJAM組立キット
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3．本校の活動内容
　この活動は「兵庫運河・真珠貝プロジェクト」
に所属するスタッフをメインとしてプロジェク
トは運営されている。本校はこの活動をサポー
トする形で，工業高校の特色を生かして活動に
関わっている。
⑴　ポンツーン整備
　都市環境工学科は，アコヤ貝を育成する浮島
の整備や浮島にわたる桟橋整備を行っている。

表1　年間スケジュール

写真3　都市環境工学科が整備したポンツーン

写真5　顕微鏡観察

写真４　核入れ作業

環境について考えてもらうことを目的としてい
る。そのため，平成 22 年からは，毎週 1回，
育成作業日にあわせて兵庫運河の水面の清掃作
業をするガーベージ作業を行い，会員の皆さん
にゴミを通して環境問題を考えてもらっている。
　現在，神戸市内の小学生とその保護者にこの
プロジェクトへの参加を募り，毎年，50 家族（希

望家族数は約 200 家族以上）に参加いただき，
下記のスケジュールで年間を通した活動を行っ
ている。
　昨年度は，その活動が認められ，尼崎信用金
庫様より尼信グリーンプレミアム環境活動賞，
ならびに大阪ガス株式会社様より助成を戴いた。

⑵　移植式
　活動の始まりにあたる移植式は，活動全体の
説明会と，アコヤ貝へ真珠の核移植を行い，ポ

ンツーンからアコヤ貝を入れたネットを運河に
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⑸　夏休み自由研究
　夏休み期間中に，会員の小学生とその保護者
向けに，自由研究として兵庫運河の歴史教室，
顕微鏡教室，アコヤ貝の貝殻を使った工作教室，
兵庫運河・人工海岸散策教室を行い，兵庫運河

投入する。その式の中で，本校のデザイン科，
総合理化学科を中心としたボランティアメンバ
ーが，会場設営・顕微鏡観察教室などの活動を
行っている。
⑶　育成作業
　活動期間中，毎週行われる育成作業では，会
員の方が来られる前に水汲みや道具の準備など
の事前準備を行い，水質調査，アコヤ貝の清掃
作業の指導を行っている。また，成長記録の作
成も行っている。

をより知ってもらうイベントが行われ，その活
動のサポートを生徒たちが行っている。
⑹　浜揚式
　半年間育成してきたアコヤ貝を引き揚げ，真
珠の取り出しを行う。
⑺　アクセサリー作り

写真6　育成作業

写真7　総合理化学科の出張授業

写真9　浜揚式の様子

写真8　夏休み自由研究

⑷　小学校出前授業
　夏休み前後には，総合理化学科を中心とした
生徒が小学校に出向き，顕微鏡の使い方や微生
物に関する授業を行い，運河で採取した微生物
を観察する出前理科授業を行っている。
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⑻　成果発表会
　年間の活動のまとめとなる成果発表会では，
会員の小学生による研究発表会や，展示，年度
のまとめが報告される。ここでは小学生からフ
ァッションデザイン画を募集し，1年間育成し
たアコヤ貝から採取した真珠を用いた衣装を，
本校デザイン科アパレルコースの生徒が中心と
なって作成し，ファッションショーを行い，会
を盛りあげる試みを行っている。

4．成果と課題
　本プロジェクトは，地域住民が主体となる運
営団体が存在し，本校への要望や各学科の特色
を生かしたさまざまなお手伝いをさせていただ
いている。地域の小学生やその保護者，地域住
民やこの活動に協力されている企業の方々との
交流を通し，生徒の地域貢献への意識向上と共
に，住民・企業・学校の相互理解につながって
いる。
　都市環境工学科の施設整備活動，総合理化学
科の理科出前授業（顕微鏡教室），デザイン科
のアクセサリー製作やファッションショーの運
営など，各学科独自の活動が必要とされ，その
つながりの中で大きなプロジェクトに寄与でき
ているという実感は得難いものである。また，
活動の中で新たな取組を模索し実現していくこ
ともできる土壌は，生徒たちが自ら考え行動す
る主体的な学びの場としても有益である。
　本校は本プロジェクトだけでなくいろいろな
形で地域貢献に取り組んでいる。日々学んでい
る知識や技術，施設・設備を生かしたこのよう
な活動を通して，社会に貢献できること，地域
の方々に喜んでいただけることを身をもって体
感している。自己肯定感や有用感が低い生徒も
いる中，このような取組を通して生徒の成長に
もつながっている。
　今後は自ら企画や運営を発信していく，主体
的な関わりを持つ必要が出てくるはずである。
ものづくりの基礎的な知識，技能を習得させ，
状況に応じて，自ら課題を発見し，話し合い，
実践し改良を重ね，解決に導くために必要な思
考力，判断力，表現力を，将来を見据えた深い
学びの中で培い，社会に出たとき自らを律し未
来を切り開ける資質と能力を備えた人物を育成
していくことが，これからの教育に求められて
いる「主体的・対話的で深い学び」へとつなが
ると共に，地域に信頼される学校づくりに取り
組んでいきたい。

写真11　成果発表会

写真10　アクセサリー作りの様子

図1　デザイン画募集要項

　浜揚式で採取した真珠を，それぞれのアクセ
サリーに加工していく。ここでは大月真珠株式
会社様に指導いただき，主にデザイン科の生徒
たちがサポートしている。
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